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社会福祉法人あらくさ 

理事長 

寺田 朱美 

お
め
で
と
う
と
素
直
に
言
䣬
て
よ
い
の
か
ど
う
か
䣍
わ
か
ら
な
い
時
代
に

な
り
ま
し
た
䣎 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
中
で
の
感
染
拡
大
で
す
䣎
今
や
世
界
の
累

計
感
染
者
は
八
千
万
人
を
超
え
䣍
死
者
百
八
十
万
人
と
い
う
恐
ろ
し
い
数
字

に
な
䣬
て
い
ま
す
䣎
ま
た
䣍
日
本
国
内
で
も
感
染
者
は
二
十
六
万
人
を
超
え
䣍

収
束
の
兆
し
は
み
え
ま
せ
ん
䣎
こ
の
長
引
く
コ
ロ
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で
と
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け
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関
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䣍
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関
係
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方
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ん
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に
か
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配
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疲
れ
の

こ
と
で
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䣯
う
䣎
感
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と
お
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ま
す
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あ
ら
く
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で
も
䣍
昨
年
四
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か
ら
三
次
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内
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の
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ラ
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を
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け
䣍
急
遽
䣍
感
染
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策
に
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利
用
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の
方
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䣍
ま
た
職
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も
䣍
安
心
し
て
通
所
し
䣍
か
つ
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務
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で
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る
よ
う
に
対
策
を
取
䣬
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ま
い
り
ま
し
た
䣎
お
か
げ
で
今
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と
こ
ろ
は
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に
過
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し
て
お
り
ま
す

が
䣍
姿
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え
な
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相
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故
䣍
誰
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い
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染
し
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お
か
し
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あ
り
ま

せ
ん
䣎
一
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前
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し
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き
䣍
マ
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ク
の
な
い

生
活
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れ
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䣬
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ま
せ
ん
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さ
て
䣍
現
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く
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で
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の
方
々
の
増
加
で
全
て
の
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め
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日
中
活
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設
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中
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䣎
新
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を
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者
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く
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を
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し
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が
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今
後
も
全
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を
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画
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ま
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り
ま
す
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地
域
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
䣍
今
年
も
ど
う
か
ご

支
援
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ろ
し
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願
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い
た
し
ま
す
䣎
ま
た
䣍
ど
う
か
お
体
に
気
を

付
け
て
よ
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
䣎 

 

明
け
ま
し
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
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乙
おと

場
ば

 俊
とし

昭
あき

さん 

（ウイング班） 

あらくさに通所して、仕事ができ

ることが嬉しいです。いずれは一

般就労したいと思っています。 

井
いの

上
うえ

 拓
たく

海
み

さん（ウイング班） 

上下町から通っています。自分のペースで仕事をし

たいと思います。 

立
たつ

座
ざ

 和
かず

子
こ

さん 

（ウイング班） 

上下町から来ています。のんびり

ゆっくり作業をしています。よろ

しくお願いします。 

堀
ほり

 航
こう

輝
き

さん（ねむの木所属） 

10 月から働いています。甲奴町出身の

21 歳です。まだまだ分からないことば

かりですが、一生懸命頑張りますのでよ

ろしくお願いします。 

 原
はら

田
だ

 禎
よし

彦
ひこ

さん 

（グループホーム世話人） 

夢工房ねむの木（レストラン）のファ

ンでしたが、縁あって12 月から働く

ことになりました。 

音楽と料理が大好きなA 型です。 

よろしくお願いします。 

岡
おか

本
もと

 雄
ゆう

介
すけ

さん 

（りんどう班） 

11 月から、週3 日の通所をして

います。あらくさの雰囲気が好き

です。ジグソーパズルが得意です。 

（ 担当：角 ） 
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（担当：秋山） 

新型コロナウィルスの感染拡大に歯止めがかからない中、８万人以上の人が雇用の場を失い、収入を得ることが困難に

なっています。（厚生労働省調べ）最後の砦である生活保護も、申請者は増加しているが、受給につながらず生活が困窮す

るケースが増えているといわれています。新型コロナウィルス感染拡大によって、生活の維持すら脅かされています。 

 

去る12 月9 日、きょうされん広島県支部虹の会（利用者部会）主催の、きょうされ

ん第44 次国会請願署名学習会に、あらくさ仲間の会（利用者自治会）の役員６名が参加

しました。 

例年では、広島県内の加盟作業所の利用者が一同に集まって学習や意見交換などを行

うのですが、今年は新型コロナウィルス感染予防のため、オンラインでの学習会となりま

した。初めての形式での学習会ということもあり、参加した利用者は戸惑った表情を見せ

ていましたが、請願項目の内容一つ一つを真剣に聞いて学習しました。他の事業所からの

新型コロナウィルス感染拡大による影響の報告では、あらくさの状況も伝える事ができ有

意義な学習会となりました。 

初めてのオンライン学習会‼ 

 参加した利用者からは、「毎年欠かさず国会請願署名活動を続けているこ

とは、とても大切なことだ」、「他の事業所も同じように困っている事が分

かった」、「困っている事をみんなに伝えていきたい、みんなに知ってもら

いたい」といった声が聞かれました。 

学習会で学んだことを活かしながら、国会請願署名に取り組んでいきた

いと思います。 

 

「続ける」「伝える」「つながる」を大切に‼ 

 一般企業で就労をしていた障害のある人の解雇・雇止めは、障害のない人以上に増えていると言われています。また、

障害者就労支援事業所（福祉的就労）で働く人にとっても、事業収入が減ったことで給料が減った人が多くいます。さ

らに、要件をみたすことができず障害者年金を受給できていない人にとっては、少ない所得がさらに減り、生活面への

影響がとても大きくなっています。 

〇署名活動を通して私たちの願いは・・・ 

〇新型コロナウィルスの影響で雇用を失い、貧困状態の人は増加‼ 

〇障害のある人の生活への影響は！? 

 これらのように、新型コロナウィルスが生活面へも大きな影響を及ぼしていることは明確であり、自分の力（自助）

だけでは、立ち行かない現状が浮き彫りになっています。 

一方で、2020 年に発足した新政府は、まず自分の力でやってみる自己責任を優先する社会を提唱しています。自分

の力で生活することができなくなってしまった人は、安心して暮らすことすら保障されない社会になって 

しまうのではないかと心配です。私たちは、障害の有無に関わらず誰もが安心して暮らすことができる社 

会をめざして署名活動に取り組みます。 

今このような状況だからこそ、障害のある人たちの願いを通して、多くの人と繋がれる事を大切にして 

いきたいと思います。ご協力をよろしくお願いします。 
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いただいた食材は給食等に使わせていただきました。この他にも、アルミ缶・紙等の資源回収にご協力いただきました。

ありがとうございました。記載もれがありましたら、どうかお許しください。 

 

（順不同） あらくさ友の会様 あらくさ家族会様 貞森裕子様 末藤朱美様  ボランティア 

中垣博子様 羽場洋子様 平内佳子様 藤原明子様 杉原利子様 高橋信子様 長谷川正伸様 佐々木由美様  

小林年子様 株式会社広島クミアイ燃料様 貞森裕子様 荒木陽子様 滝永宏道様 永井克典様 道々清子様  

落畑さとみ様 荒木裕行様 横山春男様 大竹ヒロエ様 藤原靖栄様 二五旭様 西本賢次様 國本幸雄様  

竹口義旭様 永井一明様 田辺朝子様 寺田朱美様 

   

（2020 年7 月1 日～2020 年12 月31 日まで） 

野菜・食品・物品等のご寄付 （順不同） 

自然を見守る会様 道々清子様 藤達俊治様 山下悦子様 明永宗浩様 匿名様 

いただきました 
金一封ご寄付 （順不同）   

（担当：原田） 

2020 年は、新型コロナウィルス感染症の影響で、外出や利用者全員揃って

の余暇活動を行うことが難しくなりました。年度当初に計画していた余暇活動

を実行することができず、残念がる利用者も多くいました。 

そのような中、「12 月 29 日の仕事納めの日は、感染予防を充分に行い、午

後の少しの時間を使って、お楽しみ活動をしよう‼」と、それぞれの作業・活

動班に分かれてのレクリエーションを行いました。フリスビーゲームや、ボー

ドゲームを楽しむ班などコロナ禍の中でも楽しむことができるように、それぞ

れの班で工夫をして行いました。 

例年のように全員が揃っての「お疲れ様会」を行うことはできなかったもの

の、とても良い表情で1 年を締めくくることができました。 

去る 12 月23 日（水）に、夢工房ねむの木

レストランで、末藤朱美さんと堀内大輔さんに

よるクリスマスコンサートを開催しました。ク

リスマスソングや歌謡曲・今年の流行曲などを

幅広く演奏してくださり、ご来店のお客様も楽

しんでおられました。そして何よりも、ピアノ

とバイオリンの爽やかで優しい音色で、日々の

疲れた気持ちを癒される、とても素敵なコンサ

ートでした。ありがとうございました。 

贈呈品を 
いただきました 

ピ ア ノ：末藤朱美さん 

バイオリン：堀内大輔さん 

 

 

 

一般社団法人生命保険協

会広島県協会様より、『ポー

タブル音響機器ステム』等

を、贈呈いただきました。 

ありがとうございました。 


